
日本のひなた宮崎国スポ・障スポ 小林市実行委員会

庁内プロジェクトチーム（仮称）
日本のひなた宮崎国スポ・障スポ推進



結成のねらい・活動スケジュール

国スポ・障スポは大きなチャンス
日本のひなた宮崎国スポ・障スポは、全国から多数の選手・関係者等が来市予定であり、本市の食や自然、人や文化といった
多様な魅力を発信する大きなチャンス。また、市民や関係団体との新たなつながりを生み出し、地域活性化へつなげる好機。

プロジェクトチームの役割・ねらい

ユニークな取り組みにより話題性を創出することで、大会のさらなる周知や機運醸成を図る

特に若い世代を対象とした機運醸成や魅力発信の強化、柔軟なアイデアによる「小林らしさ」のあふれるおもてなしを実現

魅力発信・おもてなし専門委員会と並行した取り組みで、多角的で手厚い魅力発信・おもてなしを実現

若手職員の能力向上、同年代の仲間たちと新たな事業に取り組むことによるモチベーションアップ

令和８年度令和７年度

 本大会でのおもてなし 
令和９年９月～10月

令和９年度

  滋賀国スポ視察  
令和７年10月

トランポリン：令和８年８月
ウエイトリフティング：令和８年11月
バレー：令和９年２月
カヌー・ローイング：調整中リハーサル大会でのおもてなし

   青森国スポ視察   
令和８年10月

 結成式・第１回会議(勉強会) 
令和７年７月

月２回程度活動、
視察・リハ大会を通して取り組みをブラッシュアップ



若手職員の
人材育成

郷土愛の醸成

課題解決能力の向上
コミュニケーション能力の向上

メディアリテラシーの向上

小林市
（市実行委員会）

補完

メリット
任命

また訪れていただける心のこもったおもてなしを提供

新たなつながりを生み出し地域活性化へ

市民の理解や関心、参加意欲を高める

大会後まで見据えた取り組み

魅力発信・おもてなし専門委員会

庁内プロジェクトチーム

リハ大会・本大会の成功
大会後の地域活性化

開催基本方針・
実施目標の達成

取り組みの成果

若い世代に対する
アプローチの強化

多角的かつ手厚い
魅力発信・おもてなし

話題性の創出
大会の周知・機運醸成

専門委員会と重複しない独自のおもてなしの検討
情報発信の強化（インスタ公式アカウントを活用した企画の実施） 
若者世代を巻き込んだ企画の検討・実施 
歓迎装飾の検討・制作や大会当日のおもてなしの実施
各イベント等でのPR活動   など

プロジェクトチームのイメージ

モチベーションアップ


